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1. はじめに 
 この半世紀あまり，近年急速に進展している生成AIや
コロナ禍下で不可欠となったオンライン/ハイブリッド教

育をはじめ，VR・XR，シミュレーション，ロボティック

スなどの新たなテクノロジー・ツール・プラットフォーム

が次々と出現・普及し，国内外の様々な教育と学習の場に

おいて利用されてきた。その一方で，人材育成や社会のニ

ーズが多様化・複雑化する中，新たな学び方や教え方が

次々と生み出され，教育・学習のあり方は加速的に変化・

進化し続けている。 
 このような中で，学習者のニーズや特性に応じた最適

な教育・学習方法の「ベストミックス」が多様な教育実践

を通じて創発・共有されていくことが望まれるが(1)，これ

を個々の教員の自発的な努力で持続的におこなっていく

ことは難しく，先進的な取り組みから生まれる授業に関

する実践知を集積し，広く共有するための仕組みづくり

が必要である。また，教育実践の中で生まれた知識を成文

化し，共有することは，教員の授業力量形成においても重

要な役割を担う(2)。しかし，大学教育は学問領域が多種多

様であり，異なる分野の教育実践の場合，参考となる実践

知を見つけ出すことは難しい。この問題の解決にあたっ

ては，授業実践における個別具体的な工夫を脱文脈化し，

内容を分類・細分化して取り出すことで，分野に関係なく

教員同士が相互に参照しやすくできる可能性がある(3)。 
大学教員の実践知の生成と共有においては，教員同士

の実践コミュニティが中心的な役割を担うことができ，

我が国における大学教員の実践コミュニティの好例とし

て，「MOST フェローシッププログラム」が挙げられる。

京都大学高等教育研究開発推進センターが2012年度に創

設した本プログラムでは，全国から公募・選抜された授業

改善に意欲的な大学教員たちが，フェローとしての１年

間の活動を通じて互いに交流しながら，自身の教育改善

や授業・教材開発に取り組んできた。その取り組みの過程

と成果は，「スナップショット」とよばれるeポートフォ

リオにまとめられ，コミュニティ内で共有されると共に

オンライン上でも公開されている(4)。さらに，こうした活

動を通じて生まれる実践知の収集と共有を支援するため

に，「MOSTreasure」という授業アイデア集積サイトが開

発され，現在はMOSTコミュニティによって自主的に運

営が続けられている(5)。本サイトは，日々の授業実践の中

で生まれるコツやノウハウを可能な限り脱文脈化し，コ

ンパクトにコンテンツ化することで，より大勢の多分野

にわたる教員が教育の実践知を相互に参照し合えること

を目指している(3)。 
このようにMOSTフェローシッププログラムでは，「ス

ナップショット」や「MOSTreasure」といった手法・ツー

ルにより，フェロー同士が互いの教育実践を出発点とし

た省察や議論を重ねることを支援・促進する環境が整え

られ，10 年余りにわたるフェローを中心とした教育実践

コミュニティの形成・拡大を通じて，大学教員の教育的実

践知の生成と共有を強く支えてきた。しかし一方で，この

ような実践コミュニティにおいて，教員たちが集まって

省察や議論を重ねるためには，多くの時間やコストが必

要であり，日常的に多忙な業務との両立は決して容易で

はない。このため，実践コミュニティの形成と活動が，一

部の熱意ある教員に過多に依存している現状も否めない。 
 そこで本研究では，「教育実践コミュニティが抱えるこ

のような課題を解決するためには，教員同士のコミュニ

ケーションを仲介する生成AIシステムを開発することに

よって，教員間の知識共有を支援することが有効である」

という考えにもとづき，実践コミュニティにおける大学

教員の実践知の導出と共有を支援するシステムの開発に

向け，教員が有している実践知を体系的に整理するため

の理論的枠組みを検討し，システムの設計原理を構築す

ることを目的とした。具体的には，まず，大学教員が持つ

実践知の特徴を明らかにするための理論的検討をおこな

った上で，これにもとづく設計原理を考案した。さらに，

プロトタイプの開発と，動作の的確性および結果の妥当

性を検証し形成的に評価するための実験をおこなった。 
 
2. 大学教員の実践知に関する理論的考察 
2.1 教員が持つ授業に関する実践知の特徴 
本研究では，まず，授業に関する実践知の特徴に関する

検討がおこなわれた。実践知とは，ある領域において高い

レベルのパフォーマンスを発揮できる熟達者が有する実

践に関する知性である(6)。さらに，実践知は文脈から分離

されて存在することはなく，改善を目的とする活動の中

で総体的に活用されるという性質をもつ(7)。このため，実

践を通じて生成された実践知を，その文脈から切り離し

一般化や抽象化を試みることで，異質なものとなってし

まう危険性がある。 
また，実践知を構成する要素には，改善に向けた活動の

基盤となる情報や知識が含まれているため，両者を識別

した上で目的に沿って活用することが必要とされる(7)。

Shulman (1987)は，教員が授業を行う際に必要となる知識

群を「基盤的知識（knowledge base）」として，（１）内容



に関する知識，（２）一般的な教育方法に関する知識，（３）

カリキュラムに関する知識，（４）内容を効果的に教授す

るための知識 (PCK)，（５）学習者とその特性に関する知

識，（６）教育の文脈に関する知識，（７）教育の目的，目

標，価値，そしてそれらの哲学的歴史的基盤に関する知識，

に分類している (8)(9)。これらの基盤的知識の詳細をみると，

実践の文脈に関する情報と強く結びついている項目も多

く，「実践知と文脈に関する情報は，相互に影響を与え合

っている」といえる。実践知をより汎用的で広く応用可能

な知識とするためには，脱文脈化することが重要であろ

う。一方で，どちらも実践をおこなうためには必要であり，

他者が参照する際には自身の実践への適合や応用を検討

する上で重要な情報となる可能性がある。そこで本研究

では，授業実践の文脈に関する情報を「実践知の活用可能

性を検討するための判断材料」として位置付け，実践知と

併置する形で提示することとした。 
 
2.2 授業に関する実践知を分析する枠組み 
次に，授業に関する実践知を分析するための枠組みの

検討をおこなった。授業に関して教員が持つべき最も重

要な知識のひとつに「内容を効果的に教授するための知

識 （Pedagogical Content Knowledge: PCK）」がある。PCK
とは，「内容に関する知識 (Content Knowledge: CK)と教授

法に関する知識 (Pedagogical Knowledge: PK) の特別な混

合物 (special amalgam)であり，教員に特有なものであると

ともに教員の専門的な理解についての特別な形式」と定

義される（8）。さらに近年では，教育においても重要な要

素となったテクノロジーの影響に着目し，PCK を理論的

基盤として「テクノロジーに関する知識 (Technological 
Knowledge: TK)」を加えることで，教員に必要となる知識

を再定義しようとする「効果的なテクノロジー活用のた

めに教員に必要となる知識（Technological Pedagogical 
Content Knowledge: TPACK) 」が提唱されている(10)。 
そこで本研究では，大学教員の実践知を分析するため

の枠組みを考える上で，PCK および TPACK を構成する

知識の要素に着目した。具体的には，PCK あるいは

TPACK として教員が有している授業に関する実践知を，

それらを構成するCK，PK，TKという要素的知識に分解

し体系的に整理することで，教員相互の参照性を担保し

た形式知として明示化することを試みた。ただし，PCKお

よびTPACKは概念的な枠組みであるため、構成要素の定

義や境界が不明瞭であり，分析枠組みとして援用するた

めには、目的に合わせて各構成要素の定義を設定するこ

とが求められる (11)。そこで本研究では，香西・田口 （2018）
によって提案された大学教員の授業力量の分析を想定し

て提案された TPACK フレームワークの定義を参照する

こととした(12)。すなわち，CKを「学ぶべきあるいは教授

すべき教科についての知識」，PK を「一般的な教授法に

関する知識」，TKを「ICTの操作方法に関する知識」と定

義し，実践知を整理するための分析枠組みとした。 
 
2.3 教員の実践知における暗黙知の特徴と重要性 
教員が持つ実践知には，明示化されにくい暗黙知が含

まれており，教育実践の成功や効果に影響を与えている。

本研究では，実践知を TPACK フレームワークにもとづき

要素ごとに再整理することを試みた。このアプローチは，

実践知と文脈に関する情報を識別し，他教員が参照しや

すくなるという点で有効であると考えられる。しかし，実

践知を要素的知識に分解する過程を通じて，抜け落ちて

しまう知識や情報が存在する可能性もあり，これこそが

暗黙知である可能性は否定できない。実践知とは，実践に

おける試行錯誤を通じて生み出されるものであり，要素

的な知識の単純な組み合わせではなく総体として PCK や

TPACKとして捉えられることが，実践のための有用な知識

として重要となる。このため，PCKやTPACKに内包される

暗黙知を明示化していくことは，優れた教育実践を広範

に伝えていくためにも非常に重要となる。 

さらに，教員の暗黙知を導出するための有効な方法の

一つとして，他者との対話や他者による観察がある。MOST

フェローシッププログラムでは，「スナップショット」の

作成過程に実践コミュニティ内での省察的な対話を組み

込むことで，暗黙知の導出を支援している。KEEP Toolkit 

を用いた「スナップショット」の作成においては，授業実

践を整理・省察するための項目が設定されたテンプレー

トが用意されており，各項目に対応した問いがプロンプ

トとして提示される。教員は，このプロンプトへの応答を

通じて，自身の実践を振り返りながらスナップショット

の項目を記述していくことができる(13)。このような仕組

みは，大学教員の省察を促し，暗黙知の導出を支援するた

めに有効と考えられる。そこで本研究では，「スナップシ

ョット」を用いた取り組みを参照し，実際の授業実践の場

面を想定した質問を生成AIから投げかけることによって，

対話を通じた省察と暗黙知の導出を試みることとした。 

 
3. AIシステムの設計原理の検討 
3.1 概要 
本研究で開発した AI システムは，（１）授業に関する

既存資料に含まれる学習活動の特定と実践情報の抽出，

（２）授業を実践した教員との対話を通じた不足情報の

確認と暗黙知の導出，という２つの主要な機能を有して

いる（図１）。この２つの機能に関し，本システム開発の

礎となる設計原理について以下説明する。 
 
3.2 授業実践に関する情報の抽出 
（１）授業実践に関する基礎情報の取得 

本システムでは，より効率的に実践知の導出と共有を

おこなうために，授業に関する基礎的な情報については，

授業シラバスやコースポートフォリオ等の既存の関連資

料を活用することとした。これらの資料は PDF 形式で開

発システムに入力され，生成AIによる解析を通じて，必

要な情報の特定がおこなわれる。 

 

（２）授業実践情報の抽出 

このように得られた基礎情報から，さらに生成AIによ

って，文脈に関する情報および学習活動に関する情報が

特定・抽出される。文脈に関する情報とは，実践者が授業

をおこなった文脈に関わる情報であり，a)授業に関する

情報，b)学生に関する情報，c)環境に関する情報，d)教員

に関する情報，の４要素から構成される。学習活動に関す

る情報とは，一連の授業の中で実施される具体的な教授・

学習に関わる活動であり，本システムでは学習活動を「教

員または学生による授業内外での行動」と定義し，授業に



おいて生じるすべての行動を含むものとした。 

 

（３）共有すべき学習活動の選定 

授業実践に関する情報のうち，学習活動として抽出さ

れるものには，実践知として共有すべき知識が含まれる

活動だけでなく，授業の中で実施されるその他の一般的

な活動も広く含まれる。「どの学習活動が，他の教員にと

って参考になる取り組みであるのか」については，この時

点までに得られる情報だけを用いて生成AIに判定させる

ことは難しいと考えられるため，本システムでは，「抽出

された学習活動のうち，共有すべきものを実践者が自ら

選定する」という方法を採用した。 

 

（４）選定された学習活動に関する情報の提示 

選定された学習活動については，PCKおよびTPACKを理

論的基盤として作成した分析枠組みに従って，授業実践

に関する情報として整理され，体系的に提示される。 

 

3.3 実践者との対話による暗黙知の導出 
（１）不足情報の特定と実践者からの聴取 
さらに，3.2で提示された実践知情報をより充実させる

ために，TPACKフレームワークを参照し，不足している

情報の特定がおこなわれる。本システムは，これらの不足

情報を補うための質問を自動生成し，実践者から必要な

情報を聴取する。 

（２）対話を通じた暗黙知の導出 
授業に関する実践知には，実践者自身も認識していな

いコツやノウハウといった，授業実践を成功させるため

に重要となる暗黙知が含まれている。こうした暗黙知を

実践者から引き出すためには，「省察的質問（reflective 
inquiry）」が有効であると考えられる。そこで本システム

では，省察的質問を生成AIに作成させるために，スナッ

プショットのプロンプトを参考にして，PKやCKを文脈

に合わせて PCK へ変換する過程を再現する仕組みを考

案・設計した。具体的には，「この活動を実践する際に，

特に気を付けている点や工夫している点はありますか？」

や「この活動を円滑に進める上で，特に難しかった点はあ

りますか？また，その解決のために，どのような工夫をさ

れましたか？」などの質問が作成され，これらの質問に対

する実践者の応答から暗黙知を導出することを目指して

いる。 
 

3.4 共有可能な形式知としての明示化 
以上のプロセスから得られた実践知と情報を，授業に

関するアイデア集積サイトである「MOSTreasure」に投稿

できる形式（具体的には，「学習活動の名称」，「概要」，「目

的」，「準備するもの」，「使用するツールと機能」，「実施の

ながれ」，「学習活動を効果的に実施するためのポイント」，

の７項目）に合わせて，本システムが整理し出力できるよ

うに設計・開発をおこなった。 

 

 
図１ 本システムの設計原理と動作フロー 



4. AIシステムのプロトタイプ開発と予備実験 
4.1 AIシステムのプロトタイプの概要 
本研究では，OpenAI社が提供するGPTs（Generative Pre-

trained Transformers）を用いて，「大学教員の実践知を導出

するための対話型AI」のプロトタイプを作成した。GPTs
は，特定の目的に合わせてChatGPT のカスタムバージョ

ンを作成できる機能を有しており，コーディングの知識

を必要とせずに自然言語によるプロンプトを用いて設計

することが可能である(14)。具体的には，3.で先述した設計

原理にもとづくプロンプトを事前指示として組み込んだ

生成AIモデルを作成した。なお，開発および実験に用い

たモデルのバージョンは，gpt-4o-2024-05-13である。 
 

4.2 開発者による実験 
まず，プロトタイプの初期テストとして，インターネッ

ト上で公開されているMOSTフェローが作成した既存の

スナップショット（PDF 化されたもの）を使用し，開発

者が動作確認を実施した。この段階では，プロトタイプの

基本的な動作と抽出される情報や導出される実践知が適

切・妥当であることが確認された。 
 
4.3 MOSTフェローによる実験 
 次に，MOSTフェローである教員1名（以下，教員A）
に協力を依頼し，プロトタイプの動作の的確性および結

果の妥当性を形成的に評価するための実験を実施した。

具体的には，それぞれ異なった授業を対象として，１）本

人が作成したスナップショットを使用した実験，２）授業

のシラバスを使用した実験，の２種類を実施した。その結

果，いずれの実験においてもシステムは的確に動作した

ことが確認された。 
また，教員A には，「質問の適切さ」，「提示された実践

知の適切さ」の２つの観点からのフィードバックを自由

記述により求めた。その結果，質問の適切さについては，

概ね適切だと感じたが，入力に使用した既存資料に記載

されている情報を改めて尋ねる質問もあり，PDF 情報の

読み取り精度に関する改善の必要性が指摘された。また，

提示された実践知の適切さについては，概ね適切であり，

「実施のながれ」など既存資料には記述のない情報を再

整理して提示されたことで，実施手順を再確認するのに

役立ったことが報告された。このことから，本システムに

よって，教員の実践知が，的確性と妥当性を伴い，体系的

に整理・提示されていることが確認された。 
 

5. おわりに 
本研究では，大学教員の実践知の導出と共有を支援する

ためのシステムの本格的開発に向けて，設計原理の検討・

提案とプロトタイプ開発をおこなった。その結果，スナッ

プショットやシラバスなどの既存資料を活用し，本プロ

トタイプが教員の実践知を体系的に整理・提示できるこ

とが実証された。また，生成AIによって作成された省察

的質問により，既存資料では表出されにくい教員の暗黙

知の導出も，限定的ではあるが実現することができた。 
ただし，本研究にはいくつかの課題が残されている。ま

ず，暗黙知の導出に関して，対話型AIによる省察的質問

の精度や深度をさらに高める必要がある。これにより，教

員が認識していない実践知のより効果的で的確な導出が

可能となることが期待される。また，実験の中で指摘され

たPDFの読み取り精度の向上などの技術的な改良も必要

である。 
今後は，次の 2 つの方向でシステム開発を進めていき

たい。第一に，脱文脈化された実践知を新たな文脈で利用

するための支援機能の追加である。これにより，教育環境

やニーズが異なっても実践知をより柔軟に活用すること

が可能になる。第二に，教員の実践知をシステムの内部デ

ータとして蓄積し，利用者の文脈やニーズに応じてカス

タマイズした形で提示する方法の検討・実現である。これ

により，実践知を要素的に整理するだけでなく，総体的

（holistic）に捉えることが可能になり，より拡充された実

践知の共有と活用の支援を広範に提供することができる。 
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